
リハビリテーション

１．慢性期脊髄損傷者の褥瘡発生にはどのような要因があるか
褥瘡の病歴がある場合、再発に注意する。
慢性期脊髄損傷者の褥瘡要因に関して、システマティック・レビュー１）が１編ある。褥瘡発

生要因として強いエビデンスがあるものは、女性より男性、受傷後長い期間、不全損傷より完
全損傷、深部静脈血栓あり、肺炎あり、褥瘡歴あり、であった。また年齢と損傷レベルについ
ては相関がないことが示された。またコホート研究でも脊髄損傷受傷初期の褥瘡歴が再発リス
クであるとしている２）。そのほかにも介入を行わなかった場合、褥瘡は14年以内にすべて再発
したという報告３）が国内にある。これらより、特に再発は重要と考えた。

２．脊髄損傷者の褥瘡予防にはどのような方法が有効か
接触圧を確認しながら指導するという方法が選択肢となる。
リハビリテーション専門職が慢性期脊髄損傷者の褥瘡に対して、接触圧を確認しながら指導

した場合と指導しない場合とで、褥瘡治癒後に退院し褥瘡で再入院するまでの再発期間につい
て比較検討した３）。その結果、接触圧を確認した場合には再発率が有意に低かった。また複数
の施設で行われた脊髄損傷者の褥瘡予防に関する症例報告がある4-6）。特に、臀部全体の接触圧
を測定できるシート状の測定装置は、上記指導時の患者へのフィードバックとして重要な役割
を果たしている3，5，6）。

３．�高齢者の座位における褥瘡予防においては、どのようなクッションを用いる
とよいか

高齢者には脊髄損傷者に使用される体圧再分散クッションが選択肢として挙げられる。また
ダイナミック型クッションが選択肢として挙げられる。
車椅子クッションについてのランダム化比較対照試験はCQ6（p.25）を参照のこと。またそ

の他に高齢者３名に脊髄損傷者用の厚さ10cmの空気クッションを使用したところ坐骨部に褥
瘡ができなかったという国内の症例報告もあり７）、これらを考慮した。
ダイナミック型クッションを使用して、毎食事時１時間程度の車椅子座位生活を続けながら

褥瘡が治癒傾向に向かった症例報告が１編ある８）。また、ダイナミック型クッションと静止型
クッションを健常者で比較した症例集積（クロスオーバー実験研究）が３編ある。１編ではダ
イナミック型クッションを使用した場合、高齢者において静止型エアセルクッションと比較し
たところ、座位開始後30分後の最大体圧が有意に低く、接触面積が有意に広いことを明らかに
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した９）。別の報告では８名を対象として接触圧と皮膚血流拡散を比較したところ、ダイナミッ
ク型クッションは最大圧力が低く、皮膚血流拡散が良好だった10）。もう１編では17名を対象と
して同様の比較をし、最大圧力は変わらなかったが反応性充血指標は有意に低かったとしてい
る11）。

４．連続座位時間を制限してもよいか
自分で姿勢変換ができない高齢者は、連続座位時間を制限することが選択肢として挙げられる。
整形外科２病棟に入院した高齢者57名を対象として、ベッド近くに置いたいすに座位をとる

時間を制限するか否かについてランダム化比較試験を行った12）。連続座位時間を２時間以下に
制限する場合と、しない場合とでは、制限したほうが有意に褥瘡発生率は低かった。また同一
文献を使用したEPUAP/NPIAP/PPPIAガイドラインでは、座位時間は制限されるべきと記載
しているが、具体的時間には言及していない13）。また車椅子を使用する高齢者のリスクを検討
したシステマティック・レビューでは褥瘡発生のリスク要因の一つに座位時間が挙げられてい
た14）。しかし、車椅子利用者の褥瘡治癒に座位姿勢の時間制限が有効かどうかを調べたレビュ
ーでは、選択基準を満たした文献はなかったと述べられている15）。これらより、具体的な制限
時間は示さず、座位姿勢の時間制限することが選択肢として挙げられるという表現にとどめた。
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